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徳を積む
校長 瀧山 聡美

新緑がまぶしく、吹き抜ける風にも初夏の心地よさが感じられる季節となりました。子

どもたちは新しい学級や人間関係の中で、少しずつ自分の居場所を見つけながら、それぞ

れの個性を輝かせて生き生きと学校生活を過ごしています。

さて、先日、近隣にお住まいの方から一本の心温まるお電話をいただきました。「ぜひ

校長先生にお伝えしたくて」と切り出されたのは、次のようなお話でした。ご自身が散歩

をされていた際、本校の生徒が通学路の脇に落ちているごみを黙々と拾い集めている姿を

見かけたとのこと。それは学校の清掃活動などではなく、放課後の完全な自主活動のよう

でした。その姿に大変感動されたとおっしゃるのです。後日、それが剣道部の生徒たちだ

と分かり、教員がそっと理由を尋ねてみると、「徳を積もうと思って」と、自分たちで話

し合って始めたことだと教えてくれました。

この話を聞いたとき、私は胸の奥がじんわりと温かくなるのを感じました。誰かに褒め

られたいからではなく、自らの心に従って善い行いを選び取る。その真っ直ぐな姿に、教

育に携わる者として深い感動と敬意を抱かずにはいられませんでした。「徳を積む」と聞

くと、何か特別なことのように身構えてしまうかもしれませんが、決してそんなことはあ

りません。日々の何気ない暮らしの中にも、その機会は数多くあります。心を込めて挨拶

をする、困っている人にそっと寄り添う、誰も見ていない場所をきれいに整える、「あり

がとう」を言葉にして伝える――そうした小さな優しさの積み重ねが、すべて「徳」と
なっていくのです。それはまるで、地中で静かに根を伸ばしていく植物の姿に似ています。

地上に咲く美しい花や実には目を奪われますが、それを支えているのは、見えないところ

で深く広がっている「根」です。同じように、小さな善意によってはぐくまれる心の根は、

すぐには目に見える結果として現れないかもしれません。けれども、確実に子どもたちの

心を深く、強く耕し、豊かな人間性の土台となっていくのです。学校の中で、この「心の

根」がしっかりと育っている集団には、お互いを思いやる温かな空気が自然と流れるよう

になります。「これをしたら相手はどう思うか」と想像する優しさや、「自分が少し動け

ば誰かが笑顔になるかも」と行動に移す力が広がっていくとき、いじめの芽が育つ余地は

なくなっていきます。そして、この思いやりはやがて、自分自身をも守り支える力になっ

てくれるはずです。困難に直面したときにも、心の根が深く張っていれば、周囲に流され

ることなく、しなやかに前を向いて歩んでいくことができるのです。

子どもたちは、私たちの目に見えないところでも、日々たくさんの素敵な優しさを積み

重ねています。だからこそ、私たち大人がその小さな芽に気付き、「見ているよ」「あり

がとう」と言葉をかけて見守っていくことが大切なのだと、改めて教えられた気がいたし

ます。いじめのない、誰もが安心して過ごせる学校は、学校の力だけで築けるものではあ

りません。ご家庭の温かなまなざし、地域の皆様の見守りと支えがあってこそ実現します。

今月も、本校の教育活動を温かく支えていただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

※




